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１０
月
２９
日
に
広
島
県
福
山
市
で
開
か
れ
た
「
第

７０
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
」
で
は
漁
港
の
生
産
・

流
通
機
能
強
化
な
ど
４
項
目
を
盛
り
込
ん
だ
提
言

が
採
択
さ
れ
た
が
、
こ
の
提
言
の
実
現
を
図
る
た

め
の
要
請
行
動
が
６
日
、都
内
各
所
で
行
わ
れ
た
。

地
方
協
会
が
手
分
け
を
し
て
省
庁
や
国
会
な
ど
関

係
者
に
手
渡
し
た
。

青
森
県
東
北
町
の
小
川
原
湖

は
、
高
瀬
川
を
介
し
て
太
平
洋

と
つ
な
が
っ
た
汽
水
湖
で
あ

り
、
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
や
シ
ラ
ウ

オ
、
ワ
カ
サ
ギ
な
ど
豊
富
な
水

産
物
が
水
揚
げ
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
地
元
の
人
々
か
ら「
宝
湖
」

と
の
愛
称
で
呼
ば
れ
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
こ
は
ウ
ナ
ギ
の
「
北
限
の

漁
場
」
で
も
あ
り
ま
す
。
内
水

面
研
究
所
は
、
小
川
原
湖
と
高

瀬
川
に
お
い
て
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

の
生
態
調
査
を
進
め
て
い
ま

す
。小

川
原
湖
周
辺
地
域
の
貝
塚

か
ら
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
骨
が
見

つ
か
っ
て
い
て
、
少
な
く
と
も

縄
文
時
代
か
ら
ウ
ナ
ギ
が
生
息

し
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
い
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
明
治
期

に
記
さ
れ
た
青
森
県
水
産
事
項

特
別
調
査
書
に
、
小
川
原
湖
の

漁
獲
金
額
の
５５
％
が
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
で
占
め
ら
れ
漁
業
者
の
重

要
な
収
入
源
に
な
っ
て
い
た
と

の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

最
盛
期
に
は
９６
�
漁
獲
さ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
が
、
近
年
は
漁

獲
量
が
低
迷
し
、
年
間
１
�
前

後
の
水
揚
げ
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
主
に
冬
か

ら
春
に
日
本
沿
岸
に
来
遊
し
ま

す
。
１
９
６
４
年
５
月
に
青
森

県
水
産
試
験
場
に
よ
っ
て
本
県

で
初
と
な
る
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の

遡
（
そ
）
上
状
況
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
計
３
日
間
の
調
査

で
計
２８
尾
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が

採
捕
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
当
時

の
調
査
担
当
者
の
考
察
は
「
小

川
原
湖
お
よ
び
高
瀬
川
に
お
け

る
漁
獲
量
か
ら
み
て
途
中
の
減

耗
を
考
慮
し
て
も
相
当
量
の
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
遡
上
し
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
い
う
も

の
で
し
た
。

２
０
１
６
年
に
５２
年
ぶ
り
に

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
遡
上
状
況
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
ニ
ホ
ン
ウ

ナ
ギ
を
め
ぐ
る
状
況
は
大
き
く

変
化
し
ま
し
た
。
全
国
的
に
シ

ラ
ス
ウ
ナ
ギ
の
来
遊
量
は
著
し

く
減
少
し
、
国
際
自
然
保
護
連

合
に
よ
り
絶
滅
危
惧
種
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

採
捕
ゼ
ロ
も
覚
悟
し
て
い
ま

し
た
が
、
結
果
は
い
い
意
味
で

期
待
が
裏
切
ら
れ
ま
し
た
。
調

査
開
始
１６
分
で
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

が
採
捕
さ
れ
た
の
を
皮
切
り

に
、
そ
の
日
は
計
３
尾
採
捕
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

川
幅
数
十
�
の
川
岸
に
立

ち
、
集
魚
灯
で
周
囲
数
�
の
範

囲
を
照
ら
す
だ
け
で
シ
ラ
ス
ウ

ナ
ギ
が
３
尾
採
れ
ま
し
た
。「
相

当
量
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
が
遡
上

し
て
い
る
」
と
感
じ
ま
し
た
。

５２
年
前
の
調
査
担
当
者
と
時
を

超
え
て
共
感
し
た
瞬
間
で
す
。

そ
の
後
も
継
続
し
て
調
査
を

行
い
ま
し
た
が
、
結
果
は
芳
し

く
な
く
３
年
間
で
計
１３
尾
。
相

当
量
の
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
は
ど
こ

に
？

半
世
紀
前
と
比
べ
る

と
、
隔
世
の
感
を
禁
じ
得
ま
せ

ん
。し

か
し
、
数
は
少
な
い
な
が

ら
も
天
然
由
来
の
加
入
が
認
め

ら
れ
た
こ
と
は
、
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
資
源
全
体
が
回
復
す
れ
ば
小

川
原
湖
の
ウ
ナ
ギ
も
復
活
す
る

日
が
や
っ
て
く
る
こ
と
を
意
味

し
ま
す
。

秋
に
は
湖
ま
た
は
川
で
成
長

し
た
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
が
産
卵
回

遊
を
開
始
し
、
海
へ
と
下
り
ま

す
。
高
瀬
川
で
は
全
長
８０
�
、

体
重
１
�
を
超
え
る
メ
ス
の
下

り
ウ
ナ
ギ
が
捕
獲
さ
れ
て
も
い

ま
す
。
青
森
県
で
は
内
水
面
漁

場
管
理
委
員
会
指
示
に
よ
り
産

卵
回
遊
へ
向
か
う
ニ
ホ
ン
ウ
ナ

ギ
を
保
護
す
る
た
め
１０
月
か
ら

翌
年
５
月
ま
で
の
採
捕
を
禁
じ

て
い
ま
す
。
今
回
の
調
査
で
、

禁
漁
期
間
の
設
定
は
産
卵
回
遊

へ
向
か
う
親
魚
の
保
護
に
有
効

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し

た
。
調
査
結
果
を
漁
業
関
係
者

と
共
有
し
、
縄
文
時
代
か
ら
続

く
、
北
限
漁
場
の
ウ
ナ
ギ
の
資

源
と
文
化
を
後
世
に
残
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
（
つ
づ
く

�
次
回
は
１２
日
付
に
掲
載
）

農
林
水
産
省
に
は
全
国
漁

港
漁
場
協
会
の
橋
本
牧
会
長

の
ほ
か
、
北
海
道
漁
港
漁
場

協
会
の
�
橋
昌
幸
会
長
（
神

恵
内
村
長
）、徳
島
県
漁
港
漁

場
協
会
の
影
治
信
良
会
長

（
美
波
町
長
）、福
井
県
漁
港

漁
場
協
会
の
平
野
仁
彦
副
会

長
（
Ｊ
Ｆ
福
井
漁
連
会
長
）、

沖
縄
県
漁
港
漁
場
協
会
の
上

原
亀
一
副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
沖
縄

漁
連
会
長
）
ら
が
訪
れ
、
伊

東
良
孝
副
大
臣
に
提
言
文
を

手
渡
し
た
。

橋
本
会
長
は
伊
東
副
大
臣

に
大
会
へ
の
出
席
に
謝
意
を

示
す
と
と
も
に
、
全
国
の
関

係
者
が
各
所
に
要
請
し
て
い

る
こ
と
を
説
明
。
伊
東
副
大

臣
も「
盛
大
な
大
会
だ
っ
た
。

状
況
は
よ
く
理
解
し
て
い

る
」
と
答
え
た
あ
と
「
当
日

も
話
し
た
よ
う
に
、
お
し
な

べ
て
漁
獲
量
が
減
少
し
て
い

る
。
漁
業
者
も
そ
う
だ
が
、

原
料
が
手
に
入
ら
な
い
加
工

業
者
も
苦
労
し
て
い
る
」
と

述
べ
、
漁
場
整
備
を
通
じ
た

資
源
増
大
に
理
解
を
示
し

た
。

資
源
回
復
だ
け
で
な
く
、

漁
業
取
り
締
ま
り
や
防
災
・

減
災
対
策
な
ど
も
話
題
に
上

っ
た
。
防
災
対
策
で
は
人
工

地
盤
に
よ
る
整
備
な
ど
ハ
ー

ド
面
に
加
え
、
逃
避
方
法
な

ど
ソ
フ
ト
面
に
も
議
論
が
及

ん
だ
と
い
う
。

提
言
は
漁
港
の
生
産
・
流

通
機
能
強
化
、
養
殖
業
の
推

進
、
資
源
回
復
、
強
靭
（
じ

ん
）
化
対
策
、
漁
村
の
賑
わ

い
�
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
が
、
添
付
資
料
で
は
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
要
望
に
も

言
及
。
対
策
を
求
め
て
い

る
。伊

東
副
大
臣
へ
の
要
請
前

に
は
水
産
庁
の
吉
塚
靖
浩
漁

港
漁
場
整
備
部
長
と
も
膝
を

突
き
合
わ
せ
て
話
し
合
い
、

今
後
の
水
産
基
盤
整
備
の
方

向
性
を
議
論
し
た
。

第
７７
回
東
京
都
卸
売
市
場

審
議
会
が
５
日
、
都
庁
で
開

か
れ
た
。
１０
月
２８
日
開
催
の

中
央
卸
売
市
場
取
引
業
務
運

営
協
議
会
（
運
協
）
が
原
案

を
適
当
と
し
て
答
申
し
た
中

央
卸
売
市
場
条
例
の
改
正
内

容
に
加
え
、
新
た
に
示
し
た

地
方
卸
売
市
場
条
例
の
改
正

内
容
や
、
経
営
計
画
策
定
に

向
け
議
論
す
る
「
市
場
の
活

性
化
を
考
え
る
会
」
の
現
状

に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら
報

告
を
受
け
、意
見
を
聞
い
た
。

同
条
例
改
正
で
は
事
務
局

が
「
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
基
本
的
に
規
制

は
緩
和
」「
開
設
者
が
取
引
の

実
態
を
把
握
し
適
切
な
指
導

監
督
を
行
う
」「
業
務
の
効
率

化
」「
食
の
安
全
・
安
心
の
確

保
」
な
ど
の
改
正
ポ
イ
ン
ト

を
挙
げ
、
内
容
を
説
明
。
懸

念
が
強
か
っ
た
公
正
な
取
引

環
境
の
確
保
の
た
め
に
都
が

追
加
公
表
し
た
参
考
資
料
と

合
わ
せ
て
紹
介
し
た
。

地
方
卸
売
市
場
条
例
の
改

正
で
は
、
知
事
の
指
導
監
督

の
対
象
を
従
来
の
開
設
者
と

卸
売
業
者
で
は
な
く
、
開
設

者
に
限
定
す
る
よ
う
変
更

し
、
市
況
報
告
お
よ
び
助
成

を
現
行
通
り
と
す
る
ほ
か

は
、
条
例
上
の
規
制
は
す
べ

て
廃
止
す
る
（
基
本
的
に
、

卸
売
市
場
の
開
設
者
〈
都
の

場
合
は
す
べ
て
民
間
業
者
〉

が
業
務
規
程
で
定
め
る
）
と

す
る
新
旧
対
照
表
を
提
示
。

中
央
卸
売
市
場
条
例
と
同

様
、
１２
月
の
都
議
会
定
例
会

に
改
正
案
の
上
程
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

委
員
５
人
が
発
言
し
た
中

で
、
水
産
代
表
で
出
席
し
た

東
京
都
水
産
物
卸
売
業
者
協

会
会
長
の
伊
藤
裕
康
委
員
は

「
卸
売
市
場
が
今
後
も
都
民

の
方
々
を
は
じ
め
多
く
の
方

の
役
に
立
つ
存
在
と
し
て
変

わ
ら
な
い
た
め
に
は
、
（
改

正
卸
売
市
場
法
を
契
機
に
）

変
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
」
と
改
正
内
容
に
改
め

て
賛
意
を
表
明
。
そ
の
実
現

に
は
「
開
設
者
で
あ
る
都
も

同
じ
目
線
で
臨
む
こ
と
」
や

「
改
正
後
の
運
用
と
取
り
組

み
姿
勢
に
あ
る
」
と
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
た
。

考
え
る
会
適
宜
報
告
を

７
月
か
ら
議
論
が
始
ま
り

２
度
の
会
議
を
重
ね
た
「
市

場
の
活
性
化
を
考
え
る
会
」

に
関
し
て
、
都
は
「
２
０
２

０
年
度
中
に
検
討
結
果
を
取

り
ま
と
め
、
都
が
策
定
す
る

経
営
計
画
に
反
映
し
て
い

く
」
考
え
を
説
明
し
た
。

都
議
の
尾
崎
あ
や
子
委
員

は
「
市
場
関
係
者
が
メ
ン
バ

ー
に
入
っ
て
い
な
い
」
こ
と

に
懸
念
を
表
明
し
た
が
、
都

の
担
当
者
は
「
卸
売
市
場
が

厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
既

成
概
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
議

論
が
必
要
。
市
場
関
係
者
の

声
を
全
く
聞
か
な
い
と
い
う

こ
と
は
な
く
、
場
合
場
合
で

意
見
を
聞
い
て
進
め
る
」
と

理
解
を
求
め
た
。

同
じ
く
都
議
の
山
�
一
輝

委
員
は
「
考
え
る
会
」
が
２

か
月
に
１
度
の
頻
度
で
審
議

す
る
こ
と
に
触
れ「（
開
催
間

隔
が
そ
れ
よ
り
長
い
）
当
審

議
会
内
で
し
っ
か
り
報
告
し

て
も
ら
う
こ
と
を
求
め
た

い
」
と
要
請
し
た
。

水
産
庁
が
所
管
す
る
「
水

産
加
工
・
流
通
構
造
改
善
取

組
支
援
事
業
」
の
２
０
１
９

年
度
第
２
次
募
集
分
の
採
択

が
決
定
し
、
運
営
事
務
局
を

務
め
る
公
益
財
団
法
人
水
産

物
安
定
供
給
推
進
機
構
（
国

産
水
産
物
流
通
促
進
セ
ン
タ

ー
構
成
員
）
か
ら
応
募
者
に

対
し
通
知
さ
れ
る
。

生
産
・
加
工
・
流
通
業
者

に
よ
る
先
進
的
な
取
り
組

み
、
単
独
で
は
解
決
困
難
な

課
題
を
連
携
し
て
対
処
す
る

取
り
組
み
や
輸
出
を
促
進
す

る
取
り
組
み
を
支
援
す
る
事

業
で
、
市
場
調
査
、
商
談
や

水
産
加
工
に
要
す
る
経
費
か

ら
、
加
工
・
貯
蔵
・
集
荷
な

ど
に
要
す
る
機
器
整
備
ま
で

幅
広
い
経
費
が
助
成
対
象
と

な
っ
て
い
る
。

第
２
次
募
集
分
で
は
、
板

ノ
リ
の
自
動
包
装
ラ
イ
ン
を

導
入
し
て
衛
生
面
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
チ
ャ
ッ
ク

の
な
い
包
装
形
態
の
採
用
に

よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
使
用

量
を
削
減
し
環
境
問
題
に
取

り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、

カ
ツ
オ
節
加
工
残
渣
（
さ
）

か
ら
機
能
性
・
美
容
素
材
エ

ラ
ス
チ
ン
の
原
料
と
な
る
動

脈
球
を
採
取
す
る
取
り
組
み

の
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
フ
リ
ー

ザ
ー
や
ス
チ
ー
ム
式
蒸
煮
装

置
な
ど
各
種
加
工
機
器
を
導

入
し
て
品
質
・
加
工
度
の
高

度
化
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て

国
産
水
産
物
の
輸
出
を
促
進

す
る
取
り
組
み
な
ど
、
１０
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
採
択
さ
れ

た
。
第
２
次
募
集
で
は
予
算

残
額
約
１
億
９
０
０
０
万
円

の
２
倍
近
い
応
募
が
あ
り
、

今
回
の
採
択
に
よ
っ
て
水
産

加
工
・
流
通
構
造
改
善
取
組

支
援
事
業
の
１９
年
度
予
算
４

億
円
の
配
分
が
決
定
さ
れ

る
。ま

た
、
農
林
水
産
省
に
よ

る
台
風
・
大
雨
関
連
の
支
援

対
策
の
一
環
と
し
て
、
同
事

業
に
予
算
（
１
億
１
０
０
０

万
円
）
が
追
加
配
分
さ
れ
て

現
在
公
募
が
行
わ
れ
て
い

る
。締
め
切
り
は
１１
月
２５
日
、

第
三
者
で
構
成
す
る
事
業
推

進
評
価
委
員
会
に
よ
る
選
考

を
経
て
年
内
に
交
付
決
定
が

行
わ
れ
る
。

東
都
水
産
�
（
江
原
恒
社

長
）
は
６
日
、
２
０
２
０
年

３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

を
発
表
し
た
。
海
外
事
業
部

の
輸
出
取
引
の
本
格
化
と
子

会
社
・
川
越
水
産
市
場
�
が

４
月
に
運
営
を
始
め
た
一
般

消
費
者
向
け
小
売
店
舗
「
生

鮮
漁
港
川
越
」
の
効
果
で
増

収
を
確
保
。
海
外
事
業
部
で

物
流
経
費
が
増
え
た
ほ
か
、

貸
倒
引
当
金
の
繰
り
入
れ
な

ど
が
か
さ
み
、
営
業
減
益
と

な
っ
た
。

連
結
業
績
は
売
上
高
５
６

３
億
３
８
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
１
・
３
％
増
）、営
業

利
益
１
億
８
８
０
０
万
円

（
５１
・
３
％
減
）、経
常
利
益

３
億
１
１
０
０
万
円
（
４７
・

１
％
減
）、四
半
期
純
利
益
２

億
２
１
０
０
万
円
（
４８
・
９

％
減
）。

営
業
外
収
入
で
子
会
社
の

�
埼
玉
県
魚
市
場
の
物
流
セ

ン
タ
ー
建
設
に
伴
う
補
助
金

収
入
が
あ
っ
た
も
の
の
、
前

年
の
為
替
差
益
と
は
逆
に
為

替
差
損
が
営
業
外
費
用
で
発

生
し
た
た
め
、
経
常
減
益
幅

は
営
業
減
益
幅
に
比
べ
や
や

拡
大
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
ご
と
の
経
営

成
績
を
み
る
と
、
水
産
物
卸

売
事
業
は
売
上
高
５
３
４
億

４
２
０
０
万
円
（
２
・
２
％

増
）、営
業
利
益
１
億
２
４
０

０
万
円
（
４８
・
６
％
減
）
の

増
収
減
益
。
冷
蔵
倉
庫
お
よ

び
そ
の
関
連
事
業
は
売
上
高

２５
億
３
２
０
０
万
円
（
１６
・

０
％
減
）、営
業
損
失
８
０
０

万
円
（
営
業
利
益
２
４
０
０

万
円
）の
減
収
で
営
業
赤
字
。

ほ
か
不
動
産
賃
貸
事
業
は
増

収
減
益
。

【
大
阪
】
大
水
（
山
橋
英

一
郎
社
長
）
は
６
日
、
２
０

２
０
年
３
月
期
第
２
・
四

半
期
連
結
決
算
を
発
表
し

た
。

そ
れ
に
よ
る
と
売
上
高
６

０
３
億
５
２
０
０
万
円
（
前

年
同
期
比
１
・
６
％
減
）、営

業
損
失
２
５
０
０
万
円
（
前

年
同
期
営
業
利
益
５
１
０
０

万
円
）、経
常
利
益
３
７
０
０

万
円
（
６９
・
０
％
減
）、四
半

期
純
利
益
２
４
０
０
万
円

（
９１
・
７
％
減
）
の
減
収
減

益
と
な
っ
た
。

こ
の
う
ち
主
力
の
水
産
物

販
売
事
業
は
天
候
不
順
な
ど

に
よ
る
不
安
定
な
漁
獲
状
況

や
、
第
２
・
四
半
期
の
主
力

商
材
で
あ
る
サ
ン
マ
な
ど
青

物
の
不
漁
な
ど
の
影
響
に
よ

り
国
内
の
販
売
が
伸
び
悩

み
、
売
上
高
は
６
０
２
億
５

９
０
０
万
円（
１
・
６
％
減
）

と
な
っ
た
。
利
益
面
で
は
、

売
上
総
利
益
の
減
少
に
加

え
、
物
流
費
の
増
加
な
ど
の

影
響
に
よ
り
セ
グ
メ
ン
ト
利

益
は
６
１
０
０
万
円
（
５４
・

５
％
減
）
と
な
っ
た
。

【
静
岡
】
焼
津
水
産
化
学

工
業
�
（
山
田
潤
社
長
）
は

こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
０
年
３

月
期
第
２
・
四
半
期
連
結
決

算
を
発
表
し
た
。
売
上
高
は

７６
億
３
１
０
０
万
円
（
前
年

同
期
比
１
・
１
％
減
）、営
業

利
益
４
億
４
８
０
０
万
円

（
３１
・
４
％
増
）、経
常
利
益

４
億
７
７
０
０
万
円
（
３４
・

６
％
増
）、四
半
期
純
利
益
２

億
４
４
０
０
万
円
（
９
・
４

％
増
）の
減
収
増
益
だ
っ
た
。

水
産
物
の
販
売
は
伸
長
し

た
も
の
の
、
調
味
料
、
機
能

食
品
の
販
売
減
で
売
上
高
は

減
少
し
た
。
原
材
料
価
格
の

上
昇
や
物
流
費
、
人
件
費
な

ど
の
増
加
は
あ
っ
た
が
、
売

り
上
げ
の
減
少
に
伴
う
変
動

費
の
減
少
や
先
行
投
資
の
一

部
が
第
３
・
四
半
期
以
降
に

ズ
レ
込
ん
で
い
る
影
響
も
あ

り
費
用
計
上
が
減
少
し
て
営

業
利
益
、経
常
利
益
は
増
加
。

不
適
切
な
食
品
表
示
問
題
に

よ
り
特
別
損
失
を
計
上
し
た

が
、
純
利
益
も
増
加
し
た
。

セ
グ
メ
ン
ト
別
売
上
高
は

調
味
料
が
液
体
調
味
料
で
大

型
案
件
の
獲
得
に
よ
り
大
幅

増
だ
が
、
粉
体
調
味
料
や
香

辛
料
は
減
少
し
て
１
・
１
％

減
の
３７
億
１
１
０
０
万
円
。

機
能
食
品
は
注
力
素
材
で
あ

る
ア
ン
セ
リ
ン
が
新
規
案
件

の
獲
得
や
既
存
の
取
引
商
品

の
売
り
上
げ
増
に
よ
り
伸
長

し
た
が
、
Ｎ
�
ア
セ
チ
ル
グ

ル
コ
サ
ミ
ン
な
ど
の
減
少
が

響
き
、６
・
７
％
減
の
１４
億
１

０
０
万
円
。
水
産
物
は
自
社

製
品
販
売
が
減
少
し
た
が
、

О
Ｅ
Ｍ
加
工
販
売
の
伸
長
で

３
・
３
％
増
の
１９
億
４
３
０

０
万
円
。
そ
の
他
は
１
％
減

の
５
億
７
５
０
０
万
円
。

【
焼
津
】
船
舶
用
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
メ
ー
カ
ー
の

赤
阪
鐵
工
所（
杉
本
昭
社
長
）

は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
０
年

３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

（
単
体
）
を
発
表
し
た
。
売

上
高
４６
億
１
２
０
０
万
円

（
前
年
同
期
比
２
・
２
％

減
）、営
業
利
益
６
０
０
万
円

（
９６
・
８
％
減
）、経
常
利
益

３
２
０
０
万
円
（
８５
・
９
％

減
）、四
半
期
純
利
益
２
２
０

０
万
円
（
８５
・
１
％
減
）
の

減
収
減
益
だ
っ
た
。

新
造
船
建
造
の
低
迷
が
継

続
し
、
造
船
所
の
手
持
ち
工

事
量
の
減
少
が
続
い
て
い

る
。
主
機
関
の
売
り
上
げ
台

数
は
前
年
同
期
に
比
べ
増
加

し
た
も
の
の
、
受
注
価
格
が

厳
し
い
中
で
資
材
価
格
の
上

昇
や
製
造
設
備
の
維
持
に
伴

う
修
繕
費
な
ど
製
造
経
費
が

増
加
し
、
試
験
研
究
費
な
ど

販
管
費
も
増
加
し
て
減
益
と

な
っ
た
。

日
本
ア
ク
セ
ス
（
佐
々
木

淳
一
社
長
）
は
６
日
、
２
０

２
０
年
３
月
期
第
２
・
四

半
期
連
結
決
算
を
発
表
し

た
。売

上
高
１
兆
９
８
３
億
１

１
０
０
万
円
（
０
・
０
％

減
）、営
業
利
益
１
０
１
億
６

７
０
０
万
円
（
７
・
１
％

増
）、経
常
利
益
１
０
４
億
１

４
０
０
万
円
（
６
・
４
％

増
）、四
半
期
純
利
益
７１
億
４

１
０
０
万
円
（
１４
・
６
％

増
）
で
、
減
収
増
益
と
な
っ

た
。

南
極
海
洋
生
物
資
源
保
存

委
員
会
（
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｍ
Ｌ
Ｒ
、

日
本
政
府
代
表
・
森
下
丈
二

農
林
水
産
省
顧
問
）
の
第
３８

回
年
次
会
合
が
１
日
ま
で
豪

州
の
ホ
バ
ー
ト
で
開
か
れ
、

メ
ロ
や
オ
キ
ア
ミ
の
資
源
管

理
措
置
が
決
ま
り
、
メ
ロ
の

漁
獲
可
能
量
（
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
は

１
万
８
０
０
�
（
前
年
同
期

１
万
１
６
２
９
�
）
で
合
意

し
た
。

商
業
漁
業
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
海
域
で
の
日
本
の
調
査

計
画
は
昨
年
に
続
き
認
め
ら

れ
、
調
査
計
画
分
も
含
め
日

本
船
の
操
業
が
認
め
ら
れ
た

海
域
全
体
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
４
４

５
３
�
（
前
年
同
期
４
４
４

１
�
）
と
な
っ
た
。
日
本
か

ら
は
現
在
１
隻
が
入
漁
し
、

２
０
１
７
〜
１８
年
漁
期
に
は

３
５
１
�
を
漁
獲
し
て
い

る
。日

本
が
操
業
し
て
い
な
い

オ
キ
ア
ミ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
は
８
６

９
・
５
万
�
と
前
年
同
で
合

意
。
海
洋
保
護
区
は
ウ
ェ
ッ

デ
ル
海
、
東
南
極
、
南
極
半

島
西
岸
へ
の
設
置
が
欧
州
連

合（
Ｅ
Ｕ
）、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

豪
州
な
ど
数
か
国
か
ら
提
案

さ
れ
た
が
、
ロ
シ
ア
、
中
国

な
ど
の
反
対
で
合
意
に
至
ら

な
か
っ
た
。
日
本
は
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
き
、
漁
業
と

共
存
で
き
る
環
境
の
整
備
を

海
洋
保
護
区
設
置
の
合
意
条

件
と
し
て
い
る
。

◆
農
林
中
央
金
庫

（
１２
月
１
日
）

▽
仙
台
支
店
長

徳
永
雄

亮
（
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
統
括
部
副

部
長
）

◆
は
ご
ろ
も
フ
ー
ズ

（
１
日
）

▽
サ
ン
ラ
イ
ズ
プ
ラ
ン
ト

工
場
長

松
村
保
巳
（
サ
ン

ラ
イ
ズ
プ
ラ
ン
ト
製
造
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

１ 新規・先進プロジェクト

ＪＦ千葉漁連（千葉県千葉市）
板ノリについて、より衛生的な商品の製造と、プラスチックゴミの削減が求められてい

ることから、自動包装ラインを導入して、チャックのない包装形態に変更することにより、
プラスチック使用量を削減し、環境問題への意識が高い生協や県内量販店へ販売する。
【加工機器（自動包装ライン）】
�カネゼン（静岡県焼津市）
魚粉原料に向けられることが多いカツオ節の加工残渣（さ）に含まれる動脈球を、自

動採取・分離機の導入により効率よく取り出し、機能性・美容素材として需要が伸びて
いるエラスチンの原料として販売して付加価値を高める。
【加工機器（カツオ動脈球自動採取・分離機）】
�第五良栄丸（山口県萩市）
卸売市場で平均価格の半値以下で扱われてしまう１級品以外バイ貝（貝殻が割れてい

るなど）を、漁業者自らがむき身加工ラインを導入して、付加価値の高い冷凍・真空包
装品を製造、販売する。
【商談等旅費、プロモーション資材費、加工経費、運送経費、加工機器・資材（むき身
加工ライン一式、真空用袋など）、集出荷機器・資材（冷凍庫、段ボール箱など）】
�開洋（香川県東かがわ市）
加工処理能力の限られた小規模産地では、豊漁時にはスズキやタイでさえも餌に向け

ざるを得ない状況にあることから、三枚おろし機や急速凍結機を導入し、生食用のフィ
レー真空パック製品などを製造し、外食産業、量販店に販路を開拓する。
【商談等旅費、コンサルティング経費、プロモーション資材費、加工経費、加工機器・
資材（三枚おろし機、急速凍結機、真空用袋など）】
東宝丸（佐賀県唐津市）
安価な輸入品に押されて国産シラス商品の消費が減退気味であることから、自社工場

に自動色彩選別機を導入して、衛生管理および異物除去を徹底し、同業者が水揚げする
シラスも加工することによって、地域全体としてシラス商品のブランド向上を図る。
【加工機器（自動色彩選別機）】
�清丸水産（鹿児島県南大隅町）
マサバ、マアジ、トビウオ、シイラ、アイゴなどの定置網漁獲物の４分の１が低価格で

養殖餌料向けなどへの出荷を余儀なくされていることから、自社加工施設を整備するこ
とにより、レトルト商品や干物などの特産品を開発し、町内観光施設、地元量販店、福
祉施設への販路を広げる。
【加工機器・資材（電解水生成装置、レトルト殺菌機、真空包装機など）、集出荷機器（プ
レハブ冷凍冷凍庫）】
２ 連携プロジェクト なし

３ 輸出促進プロジェクト

�カネチョウ（北海道北見市）
経済成長により需要が拡大している東南アジア市場へホタテ玉冷製品の輸出を促進す

るため、トンネルフリーザーを導入し、商品を増産するとともに、東南アジアの食生活
に合った調理方法の提案や試食会の開催を行う。
【加工機器（トンネルフリーザー）】
北海道漁連（北海道札幌市）
ニシン、カレイ、ホッケなどの地魚の、脂質が低く骨が多いことや、産地の加工業者

の減少により、国内消費が鈍化し魚価が低迷していることから、スチーム式蒸煮装置を
導入して簡便調理品を製造し、所得水準の向上が見込まれ、共働き家庭が多く需要の拡
大が見込まれる東南アジア向けに輸出する。
【加工経費、運送経費、加工機器（スチーム式蒸煮装置）】
�津久勝（茨城県神栖市）
近年漁獲が短期間に集中する傾向が強まっている中で、水揚げ港である銚子・波崎の

処理能力（５０００�程度）を超えて漁獲されたサバは、餌料などへ向けられてしまうこと
から、国内未採用のノルウェー産自動パッキング装置を新設し、処理能力拡大と衛生管
理強化により、年々衛生基準が厳しくなっているアフリカなどへの輸出を促進する。
【加工機器（自動パッキングライン）】
秀長水産�（愛媛県宇和島市）
現状では手作業主体で取扱量に限界があることから、ヘディング・ガッティングマシ

ンを導入し、養殖ハマチの処理・加工能力を向上させ、切身や高次加工品（切身と醤油
・ワサビの深絞り容器入り商品）を製造し、米国市場への輸出を促進する。
【加工機器（ヘディング・ガッティングマシン）】

２

中央と地方の両条例の改正で意見を聞いた。
中央はあいさつをする黒沼靖中央卸売市場長

赤
阪
鐵
工
所
、減
収
減
益

漁
港
大
会
提
言
を
要
請

２０
年
３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

２０
年
３
月
期
第
２
・
四
半
期
決
算

資
材
、経
費
増
な
ど
響
く

東
水
、新
事
業
で
増
収
減
益

伊
東
農
林
水
産
副
大
臣
に
橋
本
会
長
ら

２０１９（令和元）年１１月８日（金曜日）

輸
出
で
経
費
、引
当
金
が
増
加

資
源
回
復
、防
災
な
ど
を
議
論

焼
津
水
産
化
学

工
業

、減
収
増
益

費
用
の
計
上
が
減
少

条
例
改
正
で
意
見
聴
取

条
例
改
正
で
意
見
聴
取

東
京
都
卸
売

市
場
審
議
会

考
え
る
会
は
現
状
報
告

減
収
だ
が
増
益

日
本
ア
ク
セ
ス

伊東副大臣（中央）に提言文を手渡す橋本会長
（その�）ら

大
水
、減
収
減
益

営
業
利
益
は
損
失
に

メロ枠など合意

日本調査計画も承認

CCAMLR

事
業
の
２
次
募
集
決
定

事
業
の
２
次
募
集
決
定
水
産
加
工
・
流
通

構
造
改
善
支
援

品
質
、加
工
の
高
度
化
技
術
開
発
を
促
進

水
産
物
安
定
供
給
推
進
機
構

青
森
産
技

３

編

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

内
水
面
研
究
所
研
究
員

松

谷

紀

明
氏

小
川
原
湖
の
宝
後
世
に

小
川
原
湖
の�
宝�
後
世
に

２０１９年度水産加工・流通構造改善取組支援事業（第２次採択プロジェクト）一覧

北
限
の
ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ

人人
事事
異異
動動

（第３種郵便物認可）

注：【 】内は助成対象経費

高
瀬
川
で
採
捕
さ
れ
た
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ

（
１８
年
４
月
）

１６
年
か
ら
調
査
が
復
活

（
写
真
は
１７
年
７
月
の
調
査
風
景
）


